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非 線 形 媒 質 と して ナ トリウ ムガ スを用 い､ 共振 器 を持 た な い光 双安 定
系 に広 い断 面 を持 った直 線 偏 光 の レー ザ ー光 を人.射 させ て ス ピン系 の二
次元 的 な振 舞 いを実 験 的､ 理 論 的 に研 究.した｡ この 系 は ナ トリウ ム を入
れ た セル と八分の - 波長 板､ ミラー で構 成 され､ 通 常 の細 い直線 緒 光 を
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入射 させた場合には､光強度が遜 る臨界値 よ り大 な ら光ポ .ンビングによ
うて誘起されたファラデ ー効果を受けた~光線 が､ ミラーでセルに戻され
ることによって正帰還がかか り巨視的磁気モーメン トが内部に生成 され､
それ に比例 して偏光面が左右 どち らか に回転 して出力され る｡ どち らに
回転 する.がで2種類の安定状態が存在 する.
このような系に広い断面の光束 を入射させ た場合､ ナ トリウム原子の
拡散 による影響や帰還光反転のために スピン系の分布に興味深い振舞 い
が見 られた｡ 実験 を行 ったのは次の3タイプである｡
第-に光線を平行に反射 させてセル に帰還 させるもの｡ これは単一光
束を並へて連続化 したもの と考 えられ､原子の拡散 の為に全体のスピン
が同一方向に揃いやすい｡ 計算機によるシミュレー ションでは､ は じめ
光嚢 中に sp in- uI)(偏光面右回 り)領域 と sr)J'n- dow J-I(
偏光面左回 り)領域が生 じる場合も見 られたが､原子の拡散のために両
者が競合 し､結局 は全体が同 じ向 きに揃 って安定 した｡
つ ぎに反射光を反転 させて帰還させ るものである｡ この タイプでは入
射光 が弱いときは巨視的磁気モーメン トは生成されない｡ ある程度強 く
なると光の強い中心部に大 きな磁気モーメン トが現れ る中心対称分布の
形をとってスピンが上 または下向きに揃 い､更 に強 くすると対称性が崩
れ る様がみ られた｡ 計算機 による計算 でも､ 入射光 を強め るにつれて､
ゼ ロ-中心対称分布-非対称化 という実験同様の変化がみ られた｡
第三に上 と同様反射光 を反転 させ､ レーザ ー光の波長を変え､負の帰
還がかかるような系を用 いた｡ これは通常の細 い光 を入射 させれば双安
定 を示さないが広げた光 の反射 を反転 させれば､ 入射光がある程度強 い
とき中心に対 して反対称 に磁気 モーメ ン トが生成 した｡ シミュレーシ 冒




ス ピン系 が安 定 状態 に至 る までの 時 間発 展 は短時 間 なの で 記 録 す る こ
とは で きな か った が シ ミュ レー シ ョンで は興 味深 い振舞 い がみ られ た｡
安 定状態 で は全 体的 に実 験 と計 算 とで は よ い一致 を見 た｡
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10. 流体水銀の臨界点近傍での光吸収係数の測定
速 水 渉
液体水銀を高温高圧力下の液体一気体臨界点近傍まで膨脹させると､密度約9g/ccで金
属から非金属に転移することが､電気伝導度､Knightshiftなどの測定により知られている｡
一方､光吸収実験では､それより低い臨界密度 (5.8g/cc)付近でバンドギャップが生じ
ることが報告されている｡ 本研究では､希薄気体状態から超臨界領域までの水銀の電子状態
の変化について検討を加えるた'めに､光吸収係数 (波長域220-2500mm)の測定を行なった｡
臨界点 (1475℃､1675bar)の高温に耐えるため､測定用セルにはサファイアを用いた｡
光学窓となる2本のロッドをパイプに入れ､ロッド間の隙間に水銀を流し込んで試料層を
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